
昭
和
七
年
に
は
五
銭
に
ま
で
下
が
り
、
ま
っ
た
く
採

算
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。一
九
三
三
年（
昭

和
八
年
）
、
全
財
産
を
投
げ
う
っ
て
移
住
者
や
研
究

所
の
借
財
を
整
理
し
、
養
鶏
村
も
閉
鎖
し
た
。

　

廣
治
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
、
日
本 
雌 し

 
雄 
鑑
別
協
会
を
設
立
し
、
初
生
雛
の
雌
雄
鑑
別
技
術

ゆ
う者

の
養
成
と
そ
の
技
術
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
た
。

ま
た
、
戦
争
に
よ
り
飼
料
の
輸
入
が
途
絶
え
る
と
、

さ
つ
ま
い
も
を
利
用
し
た
飼
料
の
研
究
を
進
め
『 
甘 かん

 
藷 
養
鶏
法
』
を
著
し
た
。

し
ょ

　

戦
後
、
廣
治
は
大
規
模
養
鶏
の
確
立
に
努
め
、
養

鶏
の
企
業
化
の
道
を
開
い
た
。
一
九
五
五
年
（
昭
和

三
〇
年
）
、
七
十
歳
に
な
っ
た
廣
治
は
、
ア
メ
リ
カ

の
養
鶏
を
視
察
し
、
ケ
ー
ジ
養
鶏
法
を
わ
が
国
に
紹

介
し
た
。
そ
し
て
『
立
体
ケ
ー
ジ
養
鶏
の
実
際
』
を

出
版
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
講
演 
行
脚 
し
た
り
、「
日

あ
ん
ぎ
ゃ

本
家
禽
新
報
」
と
い
う
月
刊
新
聞
で
指
導
し
た
り
し

て
、
そ
の
普
及
に
努
め
た
。
さ
ら
に
、
屋
外
に 
杭 
を
く
い

打
ち
、
そ
の
上
に
ケ
ー
ジ
を
並
べ
る
青
空
養
鶏
が
鶏

の
生
理
に
か
な
っ
た
方
法
で
あ
り
、
有
利
で
あ
る
こ

と
を
提
唱
し
、
そ
の

普
及
に
も
努
力
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
業
績
が

認
め
ら
れ 
黄  
綬  
褒 

お
う 
じ
ゅ 
ほ
う 

章 
し
ょ
う

に
続
き
、
一
九
六
五

年
（
昭
和
四
〇
年
）

に
は
勲
四
等 
瑞  
宝 
ず
い 
ほ
う 

章 
し
ょ
う

を
授
与
さ
れ
た
。
廣

治
は
、
青
空
養
鶏
を

�
　

高
橋 
廣 
治
   
　

Ⅱ

ひ
ろ 
じ

　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
、
高
橋
廣
治
は
、

名
古
屋
種
の
多
産 
鶏 
を
愛
知
県
全
域
に
広
め
る
五
か

け
い

年
計
画
が 
挫  
折 
し
、
十
五
年
間
勤
め
て
き
た
愛
知
県

ざ 
せ
つ

立
農
事
試
験
場
を
三
十
七
歳
で
退
職
し
た
。
そ
の
後
、

 
初  
生  
雛 
の
販
売
を
目
的
と
す
る
愛
知 
家  
禽 
株
式
会
社

し
ょ 
せ
い 
び
な 

か 
き
ん

の
顧
問
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
研
究
機
関
と
し
て
知
多

郡
大
府
町
横
根
山
に
日
本
家
禽
研
究
所
を
開
設
し
た
。

そ
し
て
、
養
鶏
に
関
す
る
研
究
を
す
る
一
方
、
産
卵

競
進
会
や
長
期
養
鶏
講
習
会
を
開
催
し
て
、
養
鶏
の

技
術
の
普
及
に
全
力
を
傾
け
た
。

　

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
、
横
根
山
付
近
に

小
松
林
約
二
万
坪
を
手
に
入
れ
、
養
鶏
村
を
開
い
た
。

五
百
円
の
供
託
金
で
一
戸
に
つ
き
山
林
八
十
ア
ー
ル
、

住
宅
、
鶏
舎
、
採
卵
用
若
鶏
五
百
羽
を
貸
し
、
入
植

後
た
だ
ち
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
、 
鶏  
糞 
を
使
い
、

け
い 
ふ
ん

や
せ
た
山
林
を
耕
地
化
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
入
居

者
は
全
国
か
ら
八
人
集
ま
っ
た
。
当
時
、
鶏
卵
百
匁
   
も
ん
め

（
三
百
七
十
五
グ
ラ
ム
）
は
二
十
二
銭
ぐ
ら
い
で
、

か
な
り
の
利
益
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
価
は
年
々

下
落
し
、
昭
和
五
年
に
な
る
と
鶏
卵
百
匁
が
十
銭
に
、

海
外
へ
普
及
さ

せ
る
た
め
、
一

九
七
〇
年
（
昭

和
四
五
年
）
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
講

演
や
実
地
指
導

を
行
い
、
ブ
ラ

ジ
ル
政
府
か
ら
産
業
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
、
米
寿
を
迎
え
た

廣
治
は
、
財
団
法
人
山
崎 
延  
吉 
先
生

の
ぶ 
き
ち

 
頌 

し
ょ
う 

徳 
会
よ
り
表

と
く

彰
を
受
け
た
。「
一
介
の
農
夫
で
あ
っ
た
私
を
引
き
上

げ
、
養
鶏
研
究
人
と
し
て
養
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
山

崎
先
生
の
ご
恩
に
感
謝
し
つ
つ
、
最
後
の
研
究
と
し

て
青
空
養
鶏
を
完
成
す
る
た
め
努
力
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
廣
治
は
、
そ
の
生
涯
を
養
鶏
の
研

究
と
普
及
、
後
進
の
指
導
に
捧
げ
、
山
崎
の
目
指
し

た
農
業
の
近
代
化
に
尽
力
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
、
養
鶏
の
向
上
発

展
に
寄
与
し
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
者
を
表
彰
す
る

目
的
で
「
高
橋
養
鶏
賞
財
団
」
が
設
立
さ
れ
た
。
第

一
回
高
橋
養
鶏
賞
に
は
、
安
城
市
東
栄
町
の
小
西 
信 のぶ

 
次 
氏
ほ
か
二
人
が
表
彰
を
受
け
た
。
そ
の
後
今
日
ま

つ
ぐで

、
毎
年
養
鶏
功
労
者
の
表
彰
を
続
け
て
い
る
。
こ

の
間
、
安
城
市
で
は
東
町
の
神
谷 
正  
男 
氏
、
篠
目
町

ま
さ 
お

の
野
村 
高  
治 
氏
が
受
賞
し
て
い
る
。

た
か 
じ

　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
、
そ
の
生
涯
を
養

鶏
に
捧
げ
た
養
鶏
王
高
橋
廣
治
は
、
九
十
四
歳
で
こ

の
世
を
去
っ
た
。
没
後
、 
従 
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

じ
ゅ
う

                                        　
　

文　
 
三  
上  
裕  
保 

み 
か
み 
ひ
ろ 
や
す

青空養鶏を実践する高橋廣治
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